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（
由
来
記
一
）

，に

紀
観
文
堂
事
」
害
買
池
君
掲
観
」
文
堂
之
額
久
美
」
余
今
壷
自
朝
鮮
」
帰
一
日

訪
君
問
」
而
始
知
其
為
東
」
郭
之
筆
東
郭
」
名
礪
字
重
叔
姓
」
李
氏
朝
鮮
粛
宗
」

時
人
才
藻
超
凡
」
善
害
正
徳
辛
卯
」
九
月
擢
製
述
」
官
随
正
使
趙
」
泰
億
来
聰

〔
釈
文
〕

（
函
蓋
表
）

（
函
蓋
裏
）

（
函
身
外
底
）

朝
鮮
李
東
郭
書

余
害
此
記
以
贈
観
文
堂
主
人
、
、

装
為
双
巻
日
是
余
家
宝
也
函

成
乞
題
因
一
言
附
焉
時

大
正
丙
寅
春
三
月
廿
九
六
十
九
翁
稼
堂
画

観
文
堂
額
由
来
記
双
巻

（
別
筆
）

「
稼
堂
黒
本
植
先
生
筆
」

（
力
）

差
」
室
鳩
巣
傾
」
蓋
如
応
唱
和
」
尽
催
見
韓
客
」
唱
和
集
是
以
」
内
地
往
々
見
」

其
読
今
此
額
」
最
端
整
」
可
観
間
旧
」
扁
於
前
田
万
」
之
助
君
学
堂
」
者
維
新

之
後
学
」
堂
廃
市
人
才
川
」
某
求
之
以
掲
干
」
店
頭
君
視
以
為
」
榧
書
林
之
号
」

者
乃
乞
之
以
及
」
干
今
日
蓋
亦
係
当
」
時
之
遺
跡
者
今
也
」
朝
鮮
文
華
掃
」
地

錐
筧
其
属
」
二
三
等
者
不
」
可
得
而
此
筆
」
独
存
君
家
永
」
褐
光
輝
可
」
以
伝

可
以
珍
」
也
呼
仰
観
此
」
字
偏
察
此
世
」
蓋
有
不
勝
今
」
昔
之
感
者
乃
」
井
記

所
聞
知
」
以
贈
子
君
之
」
大
正
十
四
年
歳
」
次
乙
丑
秋
八
月
」
稼
堂
老
人

圃
圃

（
由
来
記
二
）

後
読
伊
藤
幸
野
和
韓
」
唱
和
録
。
則
観
文
堂
一
二
」
字
。
東
郭
為
幸
野
所
書
」
也
。
腓８

其
問
答
日
。
幸
野
。
要
」
書
観
文
堂
三
大
字
。
東
郭
」
此
無
大
筆
。
更
狂
何
如
。
」
引

当
写
呈
耳
。
後
日
遂
」
害
観
文
堂
三
大
」
字
。
以
贈
宰
埜
。
』
幸
野
」
京
都
人
。

応
松
雲
公
」
聰
来
住
者
。
名
祐
之
。
字
」
順
卿
。
通
称
斎
宮
。
幸
」
野
博
通
古

実
。
松
雲
公
」
就
群
籍
有
疑
疑
。
」
則
必
使
侍
臣
問
於
幸
」
野
。
幸
野
一
々
弁

明
。
有
」
所
不
決
。
則
擬
議
応
」
教
。
寛
（
元
）
文
丙
辰
二
月
卒
。
」
年
五
十
六
。

今
写
以
正
」
前
文
之
謬
云
。
」
稼
堂
老
人
画

〔
註
〕
函
に
書
か
れ
た
文
字
は
原
本
に
従
っ
て
改
行
し
、
『
由
来
記
一
、
二
』

は
行
の
変
り
目
ご
と
に
」
印
で
示
し
た
。
『
由
来
記
二
』
一
四
行
目
末
の

「
疑
疑
」
は
、
二
字
目
を
抹
消
し
て
あ
る
。

な
お
、
現
存
「
観
文
堂
」
額
の
左
端
に
は
、
「
朝
鮮
東
郭
」
（
筆
者
未

詳
）
を
刻
し
た
木
片
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。



こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
金
沢
の
生
ん
だ
高
名
な
漢
学
者
で
第
四
高
等
中
学

校
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
黒
本
稼
堂
（
植
、
一
八
五
八
～
一
九
三

六
）
が
、
金
沢
の
古
書
律
、
池
善
書
店
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
観
文
堂
」
な
る

看
板
（
額
）
の
来
歴
・
由
来
を
し
た
た
め
た
肉
筆
巻
子
函
入
り
二
巻
で
あ
る
。
実

は
、
一
九
八
六
年
一
月
一
日
、
池
善
書
店
の
子
孫
で
現
当
主
の
池
保
氏
（
池
亮

吉
氏
の
長
男
、
調
布
市
在
住
）
か
ら
、
高
岡
町
の
旧
宅
を
処
分
す
る
こ
と
に
な

り
、
荷
物
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
標
題
の
由
来
記
が
見
付
か
っ
た
の
で
見

て
ほ
し
い
、
と
の
連
絡
を
受
け
、
早
速
、
同
月
二
十
九
日
に
お
宅
に
伺
い
、
こ

れ
を
拝
見
す
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
。
冒
頭
に
掲
げ
た
写
真
（
看
板
は
一
九
八
五

年
八
月
八
日
撮
影
）
は
そ
の
折
に
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
松
田
甲
氏
は
、
「
正
徳
朝
鮮
信
使
と
加
賀
の
学
者
」
に
お
い
て
、
一

七
二
（
正
徳
辛
卯
元
）
年
に
朝
鮮
通
信
使
が
来
日
し
た
時
、
加
賀
の
儒
者
・
伊

ス
ケ
ユ
キ

イ
ト
ン
ク
ワ
ク
ヒ
ョ
ン

藤
幸
野
（
祐
之
）
が
朝
鮮
の
名
儒
・
李
東
郭
（
礦
）
に
江
戸
で
「
観
文
堂
」
（
幸
野

の
書
斎
・
害
堂
名
）
の
三
大
字
の
揮
毫
を
懇
請
し
、
後
日
そ
れ
を
贈
ら
れ
た
こ

と
、
幸
野
は
こ
の
三
大
字
を
木
の
版
に
彫
り
う
つ
し
て
扁
額
を
作
り
、
遺
墨
を

害
し
た
紙
片
と
も
ど
も
、
こ
れ
を
珍
蔵
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
後
、

こ
れ
が
池
善
平
氏
の
代
に
な
っ
て
池
善
書
店
の
看
板
と
し
て
店
頭
に
掲
げ
ら
れ
、

同
書
店
が
屋
号
を
観
文
堂
と
も
称
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
看
板

「
観
文
堂
」
の
三
大
字
が
李
東
郭
の
遺
墨
を
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
の
は
、
外
な
ら
ぬ
稼
堂
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
す
で
に
紹
介
し
て
い
た
が
、

加
賀
藩
の
な
か
の
外
国
文
化
、
と
り
わ
け
朝
鮮
文
化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

〔
解
説
〕

一

先
代
の
池
亮
吉
氏
が
「
金
沢
で
三
番
目
に
古
い
と
い
わ
れ
て
い
た
書
騨
」
と

書
き
、
保
氏
も
「
金
沢
で
一
番
古
い
の
は
石
井
（
片
町
）
、
次
は
近
八
（
横
安
江

町
）
、
う
ち
は
三
番
目
、
と
よ
く
聞
か
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
池
善
書

店
は
、
金
沢
で
屈
指
の
古
書
津
で
あ
り
、
ま
た
、
四
高
生
の
知
識
と
思
想
の
源

泉
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
、
そ
の
創
業
か
ら
閉
店
ま
で
の
百
十
余
年
間
に
、
池
城

屋
善
兵
衛
・
池
善
平
・
観
文
堂
・
観
文
堂
書
店
・
池
善
書
店
。
池
善
害
林
等
の

名
で
数
多
く
の
図
書
を
刊
行
し
、
漢
籍
を
中
心
と
す
る
良
書
を
江
湖
に
送
り
出

し
た
。
そ
し
て
営
業
種
目
は
、
図
書
の
出
版
・
販
売
ば
か
り
で
な
く
、
古
本
類

た
筆
者
ら
は
、
（
イ
）
こ
の
扁
額
が
伊
藤
家
か
ら
池
善
書
店
の
手
に
渡
る
ま
で
の

経
路
・
経
緯
、
（
ｇ
同
書
店
が
こ
の
「
観
文
堂
」
を
入
手
し
た
時
期
、
（
ハ
）
肝

心
の
こ
の
看
板
と
李
東
郭
の
遺
墨
自
体
の
存
否
、
存
在
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
所

在
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
知
り
た
い
も
の
だ
と
思
い
、
こ
こ
一
、
二
年
の
問
、

郷
土
史
家
な
ど
に
教
え
を
請
い
つ
つ
、
「
観
文
堂
」
の
行
方
を
尋
ね
求
め
、
関

連
資
料
の
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。

幸
い
に
も
、
「
観
文
堂
」
の
看
板
の
方
は
、
一
九
八
五
年
六
月
に
池
善
書
店

の
子
孫
の
旧
宅
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
堅
牢
な
額
縁
付

き
で
木
板
に
刻
さ
れ
た
、
李
東
郭
の
端
整
な
筆
致
を
拝
見
し
、
近
世
に
お
け
る

日
朝
善
隣
文
化
交
流
の
一
遺
産
が
、
こ
の
金
沢
の
地
に
も
現
存
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
扁
額
・
看
板
の
も
と
に
な
っ
た
題
奈
（
紙
片
）

に
つ
い
て
は
、
山
森
青
硯
氏
の
記
憶
に
よ
る
と
、
こ
の
書
店
が
香
林
坊
に
移
転

す
る
時
、
同
書
店
に
蔵
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
残
念
だ
が
、
今
は
杳
と
し

て
行
方
知
れ
ず
、
で
あ
る
。

一
一
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こ
れ
は
「
観
文
堂
」
に
関
す
る
、
つ
た
な
い
中
間
報
告
に
す
ぎ
な
い
が
、
起

稿
に
当
た
り
、
山
森
青
硯
・
岡
田
一
男
・
時
野
谷
勝
・
池
保
・
村
田
路
人
の
諸

氏
か
ら
、
数
々
の
教
示
、
懇
篤
な
助
言
を
賜
る
こ
と
が
で
き
、
金
沢
市
立
図
書

館
。
石
川
県
立
図
書
館
に
お
い
て
は
、
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
に
格
別
の
配
慮
を

頂
い
た
。
ご
厚
志
に
対
し
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
代
々
、
こ
の
看

板
と
由
来
記
を
宝
蔵
さ
れ
て
き
た
池
家
の
方
々
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
大
切
な
遺
産
の
公
表
を
快
諾
さ
れ
た
池
保
氏
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
述

べ
る
。

〔
主
要
参
考
文
献
〕

⑩
松
田
甲
「
正
徳
朝
鮮
信
使
と
加
賀
の
学
者
」
（
『
続
日
鮮
史
話
』

②
柳
川
昇
爾
星

下
親
交
録
、
一

③
宮
川
成
一
「

誌
』
創
刊
号
、

剛
山
森
青
硯
「

伽
松
田
甲
「
正
徳
朝
鮮
信
使
と
加
賀
の
学
者
」
（
『
続
日
鮮
史

一
九
三
一
年
、
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
七
六
年
、
原
書
房
）
。

剛
柳
川
昇
爾
「
藩
政
時
代
の
郷
土
の
害
林
」
（
『
せ
ゞ
ら
ぎ
』

⑤
岡
田
一
男

七
四
年
）
。

⑥
池
保
「

八
年
）
。

（
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
『
こ
だ
ま
』
第
八
五
号
、
一
九
八
七
年

四
月
塾
か
ら
転
載
）

『
池
さ
ん
と
私
』
を
読
ん
で
」
（
一
九
七
四
年
）
。

「
藩
政
時
代
の
郷
土
の
害
林
」
（
『
せ

第
二
集
、
好
文
社
、
一
九
五
八
年
）
。

「
郷
士
の
害
津
と
主
な
刊
行
物
」
（

「
池
さ
ん
と
私
」
（
『
金
沢
大
学
教
養
部
報
』
第
八
号
、
一
九

『
加
賀
国
学
蔵
板
』
印
に
就
い
て
」
（
青
硯
文
庫
、
一
九
六

一
九
六
八
年
）
。

『
石
川
郷
土
史
学
会
々

金
沢
市
各
校

第
二
編
、
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